
放射線を小起因物とする死亡災害事例（1999-2021年）
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1999 9

10

～

11

高速増殖炉の燃料を製造する際、精製したウラン(濃縮度18．8％)を硝酸に

溶かした溶液を本来ならば貯塔に投入すべきところ、沈殿槽に投入したた

め臨界に至り大量の中性子線とガンマ線が発生して、被ばくした。

11109 12

100

～

299

2021年、2020年の事例は新型コロナ罹患を含む。2011年の事例は東日本大震災による労働災害を含まな

い。

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pg/SIB_FND.html(職場のあんぜんサイト)

小起因物別の死亡災害事例（1999-2021年）に戻る。

（参考）労働災害の分類の概要

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pg/SIB_FND.html
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202306_03.html
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202306_02.html
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